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物性研究者にとって基研はどのような存在であってほしいか, とい う点について私見 を述べ
たい｡
はじめに,小さな例を一つあげる｡アトム型の制度は若手の教育に大きな役割を果していると思う｡日
頃,自分の大学にいると,どうしてもそれぞれの研究室に閉じこもりがちである｡それが基研に来ること
でいろいろな研究者と議論する機会が得られる｡他分野の若手との接触も大事である｡短い期間でもその
ような機会が得られることは大変よい｡たとえ具体的な成果は得られなくても,無形のプラスは大きいと
思う｡これは物性研究では果しえない基研の役割である｡
これは若手教育の問題に限ったことではない｡研究会でも,一つの分野の中で共同研究をすすめるため
のものだけでなく,分野を超えた,開かれた議論の場をどんどんつくってほしい｡研究が細分化していく
中で,せっかちに成果を追いかけるだけでなく,分野を超えた"基礎物理学〝の研究所としての役割を果
していってほしいと思う｡
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